
東京水景デザインサーベイ　東京下町の水辺空間の復権　第５回イベント
調査・セミナー《蔵の街：とちぎ まちづくり探訪》
【日時】2024 年 10 月 19 日　土曜日　10:00~16:30
【調査地域】栃木県栃木市
                       巴波川周辺 /嘉右衛門伝建築地区
【参加者】13名（学生 6名）

■ガイドツアーに参加して
　蔵の街遊覧船 /巴波川周辺 /蔵の街大通り /嘉右衛門町伝建地区
始めに、巴波川にて遠藤氏が船頭を務める遊覧船に乗りながら、小江戸とちぎの歴

史や文化について教えていただいた ( 写真 1)。現在の栃木市は、江戸時代初期は「栃

木町」という名の城下町で、日光への交通の要衝地として道と河岸が整備され発展

した。日光列幣使街道が通り、宿場町の基礎が築かれた栃木市は、渡良瀬川と巴波

川を利用した舟運によって発展していったが、幕末に度重なる火災が起こる。この

大火をきっかけに瓦屋根、土蔵造りが普及し、見世蔵のような独特な蔵造りの街並

みが形成されていった。明治 17 年に栃木県庁が宇都宮市に移転したこともあり、大

きな空襲の被害を受けなかったため、栃木市には現在も蔵のある歴史的な街並みが

残り続けている。

遊覧船を終えた後、現存している特徴的な蔵などについてガイドしていただきなが

ら巴波川周辺を散策した。巴波川の河岸は道路から一段降りた綱手道が特徴的であ

る。舟運を行っていた当時、湧水もあり川の流れが速かったため、上りが大変で、

両岸に舟を引くための綱手道が整備された。現在では水量が落ち着いたこともあっ

て綱手道は親水空間となっており、鯉や鴨に餌をあげる親子なども見られた ( 写真

2)。巴波川周辺には、登録有形文化財の雅秀店舗を始め、明治期の蔵である横山郷

土館や住宅と融合した蔵などいくつかの形態が見られた ( 写真４)。また、当日は蚤

の市通り（日光列幣使街道へ続く）でイベントが開催されており、巴波川と平行し

た通りはかつての宿場町ならではの賑わいがあり印象的であった。

巴波川周辺の次に、同じく川に平行して走る蔵の街大通り（県道 11 号）を散策した。

蔵の街大通りでは、当時からの形を残した蔵、蔵の一部を改装した建物、瓦屋根の

建物、現代の建物が入り混じりつつ並んでいた。

街歩きの最後に、栃木市のもう一つの魅力である嘉右衛門伝建地区を散策した。嘉

右衛門町伝建地区は栃木市の中心市街地の北に位置し、江戸時代に日光例幣使道に

沿って敷地割りされ、商業で繁栄した地区である。現在も形成された敷地割りを良

く残し、江戸時代末期から近代にかけて建築された主屋や土蔵など伝統的建造物が

多く残り、街道沿いに発展した在郷町の特色ある歴史的風致を伝えている。建物は

通りに対して母屋を置き背後に蔵などの付属屋を並べるのが一般的であり、店舗建

築には見世蔵が多く残されている。当日見学させていただいた大貫邸では見世蔵（土

蔵造りの店舗）が通りに対して置かれていた ( 写真５)。大貫邸では敷地背後に巴波

川が流れており、現在も塀から平柳河岸へと出ることができ、かつて舟運が栄えて

いた時代の名残を確認することができた ( 写真６)。

嘉右衛門町は江戸時代に岡田嘉右衛門が拓いた嘉右衛門新田村が起源であり、日光

例幣使道の宿場町と巴波川の舟運によって栄え、明治期に嘉右衛門町として改称さ

れた。当時の日光例幣使道に面して岡田家の陣屋が置かれ、現在は岡田記念館となっ

ている。嘉右衛門町には岡田記念館のような伝統的建造物が並ぶ一方、洋風の外観

をした建物もあり、変化に富む街並みが特徴的である。また、歴史的風致を残しつ

つも、遠藤氏が運営している「share kitchen & space CHIDORI」( 写真７) を中心に、

空き家に新しい飲食店や雑貨店が見られた。お店を始めたい人が、日替わりのシェ

アキッチンで初期費用を抑えて出店でき、軌道に乗ると嘉右衛門町などで独立でき

るといった仕組みが、地区の活力向上に寄与していた。また建物は元駄菓子屋を遠

藤氏自身で改修したもので、土間をそのまま活かした空間が印象的であった。

3. 舟運の様子が描かれた銅板

1. 蔵の街遊覧船 2. 綱手道で遊ぶ子供

今回のイベントでは、栃木市の伝統的建築物群保存地区と水辺空
間を生かしたまちづくりについて学ぶため、伝建地区に指定され
た嘉右衛門伝建地区と巴波川周辺を調査した。“小江戸とちぎ：
蔵の街” の魅力を向上させるため、　Walk　Works　を設立し活
動されている遠藤翼さんを講師に迎え、遠藤氏のガイドのもと街
を散策し、その後レクチャーをしていただいた。

▽栃木駅から蔵の街大通り沿いに中心市街地が形成されている。
　西エリアに巴波川、北エリアに嘉右衛門町伝建地区がある。

4. 巴波川に面した横山郷土館

5. 大貫邸

7. 岡田記念館

6. 平柳河岸

8.share kitchen & space CHIDORI蔵の街　のんびり散策マップ　　出典：栃木市観光協会

駐車場から散策コース
駅 から散策コース

栃木駅

JR両毛線

東武日光線

蔵
の
街
大
通
り

歌
麿
通
り

み
つ
わ
通
り

銀座通り

蚤
の
市
通
り

の
み

巴
波
川

巴
波
川

う
ず
ま
が
わ

う
ず
ま
が
わ

東
武
日
光
線

東
武
宇
都
宮
線

裁判所

満福寺

近龍寺

神明宮

第二
公園

栃木県
下都賀
合同庁舎

栃木市勤労者
体育センター

●

とちぎ岩下の新生姜ホール
（栃木文化会館）

栃木南中
第四小

第三小

栃木東中

栃木
市役所栃木中央小

図書館

栃木年金事務所

定願寺

●ジャスコ

足銀

栃木信金

労金

ヤオハン
アイム

例幣使通り
交差点

室町交差点

●

天海家●

●平澤商事
●神明神社

県立栃木高校

●片岡写真館

栃木環状線

栃木消防署

法務局

商工会議所

翁島

サンルート

旧栃木警察署跡地

●

●

栃木グランドホテル

ヨークベニマル
栃木祝町店

とりせん
蔵の街店

足銀

栃木信金

群銀

う
ず
ま
公
園

文化会館入口
交差点

河合町
交差点

栃木
信金

栃木市市民
交流センター

ホテルシャンブル

万町
交番

蔵の街広場

栃っ子
広場

栃木中央
クリニック

みずほ

309

3

32

44

75

11

31

2

269

309

文

文

文

文

文

文

B

B

B

B

B

BB

B

B

B

B

B

B

B B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

文

火

H

H

BK

BK

常銀BK

栃銀BK

BK

BK

BK

BK

BK

BK

ゆ

新
栃
木
駅

TAXI

TAXI

TAXI

1

3
4

2

H

SHARE CYCLE

3

SHARE CYCLE

6

SHARE CYCLE

7

SHARE CYCLE

8

SHARE CYCLE

1

SHARE CYCLE

4

SHARE CYCLE

5

SHARE CYCLE

2

岡田記念館1

蔵の街第一駐車場C

日光例幣使街道2

栃木市立文学館 4

ガイダンスセンター 3

栃木市立美術館

蔵の街市民ギャラリー 7

山本有三ふるさと記念館11

あだち好古館12
蔵の街観光館13

栃木市観光協会
倭町小江戸ひろば

岩下の新生姜ミュージアム

栃木市アンテナショップ
まちの駅「コエド市場」

蔵の街遊覧船 発着所

横山郷土館 6

とちぎ山車会館 8

栃木市郷土参考館 10

塚田歴史伝説館 9

幸来橋

路上喫煙禁止区域
栃木駅前（北口、南口）

A

重要伝統的建造物群保存地区
（嘉右衛門町伝統的建造物群保存地区）
日光例幣使街道に沿って発展した町
並みで、見世蔵をはじめとする江戸
末期から昭和前期頃にかけての伝統
的建造物等が歴史的風致をつくり上
げています。平成24年7月に県内で
初めて選定されました。

（路上喫煙禁止区域）

普通車30台
（大型バスも駐車可）

5

栃木市観光交流館「蔵なび」14

B

油伝味噌
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重要伝統的建造物群
保存地区写真

マップ ゆったりとした時の流れに身を任せ、
のんびり散策はいかがですか？
ゆったりとした時の流れに身を任せ、
のんびり散策はいかがですか？のんびり散策

の歩き方

散策コースにはこのマップとリンクした案内板を設置しています。
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天海家※

平澤商事※

油伝味噌

舟の上から、蔵の街なみをゆっくりとお楽しみください。
蔵の街遊覧船

●運行時間　3月～11月　10：00～16：00
　　　　　 　12月～2月　10：00～15：00
●料　　金　大人（中学生以上） 1,000円
　　　　　　小人（小学生）　　　 700円
　　　　　　ペット等　 　　　　　300円

※年末年始はお休み
※天候や水量の状況により中止する場合があります。

毎日
運行

※天海家、平澤商事
には所有者の許可な
く敷地内・建物内への
立ち入りはご遠慮くだ
さい。

路上喫煙マナーアップ推進区域
・蔵の街大通り　・巴波川周辺　・銀座通り
・歌麿（みつわ）通り及び蚤の市通り周辺

「蔵」には全国的に最も多く現存する土蔵のほ
か、石蔵や板蔵があります。その中で、栃木に残
る蔵はほとんどが土蔵です。一口に土蔵と言って
も、その用途は食料や財産を保管する「倉庫とし
ての蔵」、土蔵の性能からそれを店舗として利用
した「見世蔵（店蔵）」の2種類に分けられ、その
構造は大きく異なります。（下図）

見世蔵は明治期に全国的に普
及しはじめたといわれます。しか
し、現存する見世蔵には江戸時
代に建てられたことが確認できる
ものもあり、栃木市にも日本で最
古の部類に属する見世蔵が残
されています。

と
ち
ぎ
の

を
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る

土蔵 見世蔵（店蔵）

※大人1名につき幼児1名まで無料
※団体10名様以上で各100円引き

●千代田タクシー㈲　　　　　☎0282-22-5151
●栃木合同タクシー㈱　　　　☎0282-22-5000
●㈲都賀タクシー　　　　　　☎0282-27-5757
●㈱新交通　　　　　　　　☎0282-29-1525

タクシー
TAXI

　栃木市観光協会　　　　　☎0282-25-2356
　サイクルパーク　　　　　　☎090-4721-8887
　ザ・ちゃりんこや　 　　　　☎0282-22-8687
　小林輪業　　　　　　　　☎0282-22-3686
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【ふれあいバス】
市街地循環線
市街地北部循環線
停留所
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※利用方法やヘルメットの貸出し等は市のホームページ
をご確認ください。

※1 自己申告制です。年齢確認をさせていただく場合がござ
います。

※2 手帳の提示が必要です。

ふれあいバス

※運賃や路線は2024年3月時点のものです。
　最新の情報は市のホームページ等でご確認ください。

蔵の街を
バス、タクシー、自転車
で楽々観光！

〔運賃〕
一般　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200円
高齢者（75歳以上）※1・障がい者と介護者※2　100円
小学生以下※1　　　　　　　　　　　　　　　　無料

一般　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400円
高齢者（75歳以上）※1・障がい者と介護者※2　200円

※蔵の街を散策するには、1日乗車券がお得です。

〔料金〕
最初の30分　　　 130円
以降15分につき　　100円
12時間まで上限　1,800円

からの散策コース駐車場
C 蔵の街第一駐車場

13 蔵の街観光館（見学15分）

12あだち好古館（見学20分）

11 山本有三ふるさと記念館（見学15分）

1 岡田記念館 （見学30分）

6 横山郷土館 （見学25分）

8 とちぎ山車会館（見学30分）

7 蔵の街市民ギャラリー（見学15分）

10 郷土参考館 （見学10分）

B 蔵の街遊覧船（見学30分）

9 塚田歴史伝説館（見学30分）

●見学時間は目安です。
●みなさんの持ち時間に合わせて歩いてください。
●各記念館と第一駐車場間の移動時間は裏面の
　『蔵見どころ』に掲載してあります。

徒歩 3分

徒歩 1分

徒歩 3分

徒歩 12分

徒歩 15分徒歩
7分

徒歩 3分

徒歩 1分

徒歩 5分

徒歩 10分

徒歩 3分

からの散策コース駅

B 蔵の街遊覧船（見学30分）

9 塚田歴史伝説館（見学30分）

10 郷土参考館 （見学10分）

13 蔵の街観光館（見学15分）

7 蔵の街市民ギャラリー（見学15分）

12あだち好古館（見学20分）

11 山本有三ふるさと記念館（見学15分）

1 岡田記念館 （見学30分）

6 横山郷土館 （見学25分）

8 とちぎ山車会館（見学30分）

●見学時間は目安です。
●みなさんの持ち時間に合わせて歩いてください。
●各記念館と栃木駅間の移動時間は裏面の
　『蔵見どころ』に掲載してあります。

徒歩 12分

徒歩 3分

徒歩 10分

徒歩 5分

徒歩 3分徒歩
0分

徒歩 15分

徒歩 3分

徒歩 12分

徒歩 15分

徒歩 5分

1,500円
2,400円→お得な記念館共通券

（土日祝のみ販売）

塚田歴史伝説館・岡田記念館・あだち好古館・とちぎ山
車会館の4館の入館料が全部で2,400円のところ、
1,500円になるお得な共通入館券は各記念館で販
売しています。

A 栃木駅 14 栃木市観光交流館「蔵なび」



9. 嘉右衛門町伝建地区拠点施設 /ガイダンスセンター（左）、交流館（右）

11. 特定物件

嘉右衛門町伝統的建造物群保存地区拠点施設 交流館にて

10. 弁当屋 AKARI

特定物件として指定されている建物の活用（上）と維持（下）

⬛大日本博覧図 栃木県之部

■クロストーク
　( 嘉右衛門町伝統的建造物群保存地区拠点施設にて )

■記録者後記

まち歩きの後は嘉右衛門町伝統的建造物群保存地区拠点施設にて、クロストー

クを行った。遠藤氏のレクチャーで栃木市の水景や伝建地区について理解を

深め、その上で栃木市の魅力やまちづくりについて議論を交わした。嘉右衛

門町伝統的建造物群保存地区拠点施設は嘉右衛門町の北部に位置し、かつて

味噌工場があった跡地を栃木市が取得し整備した施設である。通りに面した

木造の店舗が修理・復元によりガイダンスセンターとして活用され、車両待

機場だった場所には交流館が新築され、本レクチャー等がおこなえる施設と

して機能している。( 写真 9)。

クロストークの初めは「栃木市の水景」について。明治期の嘉右衛門町の様

子が記録された「大日本博覧図 栃木県之部」（明治 23 年発行）を見ると、巴

波川が手前に描かれてあり、当時の嘉右衛門町にとって舟運が重要であった

ことが伺える。当時は巴波川の水位が高く船が通りと等しい高さにあったこ

とや、所有者ごとに細かく割り当てられていたであろう河岸が、現在は一般

の通り道となっていることなど、当時の水景に想いを馳せながら現在との違

いについて議論を進めた。

また、伝建地区における空き家の活用について、伝建地区での建築物にかか

る制限や補助金などの細かなルール、およびwalk works によるエリアマネジ

メント活動について教えていただき、遠藤さんが考える「伝建地区を維持す

るだけでなく活用するための仕組みづくり」について学んだ。伝建地区では「修

景」として歴史的建造物の維持を図っているため、補助金の対象は街並みに

関連する外装や建造物を維持するための構造などに限られる。改修の制限は

外観に関して厳しい反面、内部に関するルールは比較的緩く、既存建物内部

のつくりを残すかどうかは利用者に委ねられるという話が印象的であった。

そのため、現代では不便な面も利用者が楽しみながら活用することが期待さ

れるが、店舗利用するにはバリアフリーの観点なども重要であり、どのよう

に建物を活用するかは利用者の考えに委ねられるのが現状である。

蔵の活用についても検討が必要であり、倉庫であるため湿気が強いことが課

題として挙げられた。栃木市に残る蔵には石造りのものも多く、住居と一体

化した蔵や、格式を示すためと思われるディテールへのこだわりが見られる

蔵がある。特に横山郷土館では、目地幅の大きな額縁や煉瓦でつくられた鉢

巻など、細部のこだわりが多く見られ、興味深かった ( 写真 12,13)。

最後に、遠藤氏に嘉右衛門町伝建地区や栃木市の今後の展望についてお話し

を伺った。まず嘉右衛門町については、「空き家を活用した動き」から、「歴

史的建造物である建物の活用」にフェーズを進めることを考えており、跡継

ぎがいない建物を放置せず、維持しながら活用していくために、さらなる仕

組みづくりが必要となっているとのことであった。一方、栃木市全体をより

盛り上げていくには、嘉右衛門町と中心市街地との連携も重要視していた。

この地域では味噌や肥料づくりが生業として残っており、過度に商業化さ

れていない「暮らしのある街」が栃木市の良さである。現在では新たな産

業として観光業が推進されているが、観光やインバウンドによる一過性の

魅力で終わらないような新たな工夫が必要である。今後は、観光業に偏り

すぎず、栃木市ならではの「暮らしがある歴史的なまち」を地域の価値と

して最大限活かしていく取り組みが理想的なのだろう。現在は、walk 

works のシェアキッチンが地域内外で注目されるようになり、隣の宇都宮

市からの利用者もいるほど、栃木市の新たな価値となっている。

12. 横山郷土館 13. 住居と一体化した蔵

今回は栃木市の調査を通じて、水景と伝建地区が地域生活と共存している

事例を学ばせていただきました。巴波川は観光業として遊覧船を行ってい

る一方、かつての綱手道は現在市民が日常的に立ち寄るような空間となっ

ていました。また、嘉右衛門町は伝統的建造物を保存しつつも空き家を活

用することで新たな魅力をつくっており、訪れて楽しい、暮らしのある街

でした。伝統的な生業や街並みを残す地方都市の一例を調査し、観光と暮

らしのバランスの重要性について理解を深め、非常に学びの多い体験をさ

せていただきました。最後に、レクチャーしていただいた遠藤様に心より

お礼申し上げます。（千葉大学・佐藤、漆原）

⑥天海家⑤落合荒物店

　嘉右衛門町伝統的建造物群保存地区は、中央を日光例幣使街道が走り、南西に
は巴波川が流れています。
　岡田嘉右衛門が開拓したとされる嘉右衛門新田村を起源とし、江戸時代には陸
路や水路を用いた商業の街として、街道沿いに麻問屋をはじめ様々な店舗が並び
ました。
　地区の建物の特性として、細長い土地に、店舗部と住居部に分かれる通りに面し
た主屋と、後ろには附属屋と呼ばれる蔵等が並びます。個々の建造物の内、昭和前
期(昭和20年頃)までに建造されたもの、築後50年が経過し伝統的建造物の特性を
有しているものが伝統的建造物に特定されています。
　当地区の伝統的建造物には店舗建築や木造住宅、土蔵、石蔵、洋風建築、神社、
門、塀が特定されています。

店舗建築
日光例幣使街道沿いには、江戸後期から昭和初期にかけて建築された店舗が多

く残されています。当地区の店舗は主に土蔵造りの「見世蔵」と「木造真壁出桁造」
の２種類があります。それらの多くは、屋根を桟瓦葺きとし、日光例幣使街道に面す
る１階の部分に木製建具を設置した開放的な造りとして、地区の歴史的な特徴を
表しています。

見世蔵
屋根を桟瓦葺きの切妻造、平入の形式、外壁を漆喰
仕上げとした土蔵造りの店舗で、江戸後期から明治初
期にかけて建築されました。店舗を蔵造りとしたのは
類焼を防ぐためで耐火建築として関東を中心に発展
したものです。地区内には、天保５年（1834）に建築さ
れたものがあります。

その他の木造店舗

土蔵・石蔵
土蔵は、江戸後期から昭和初期にかけて建築され、外壁を漆喰仕上げとし、屋根

を切妻桟瓦葺きとしています。軒を塗り込めて屋根と一体としたものが一般的です
が、一体としない置屋根形式もあります。
石蔵は、大正から昭和にかけて建築されています。屋根を切妻桟瓦葺きとし、外
壁は鹿沼産の深岩石や大谷石で積まれています。

その他の建造物・工作物

木造真壁出桁造店舗
見世蔵と同様に桟瓦葺きの切妻造平入で、軒先を出桁造とするものであり、外壁

を下見板張りとします。

※所有者の許可なく敷地内・建物内への立入はご遠慮ください。

嘉右衛門町伝建地区の伝統的建造物

③平澤商事 ④大貫家②伝建地区ガイダンスセンター

①KAEMON  BASE

⑩舘野家⑨石川家⑧石塚清治郎商店

⑬楡井家⑫野尻家⑪小池家

⑦油伝味噌

⑮岡田家翁島別邸

⑰神明神社神楽殿

⑯岡田家翁島別邸（門）

⑱庚申塔 ⑲平柳河岸

③

④

②

⑥

⑤
⑨

⑧

⑦

⑬

⑫

⑮

⑪

⑯
⑭

⑰

⑱

⑲

⑩

①

： 伝建地区

： 特定物件
　  (建築物)

⑭岡田記念館

うず ま が わ

か う え も ん ち ょう

しんでんむら

さんがわらぶ

み せ ぐ ら

きりつまづくり ひらいり

■地区の概要

 ・名　 称・・・栃木市嘉右衛門町伝統的建造物群保存地区

 ・所在地・・・栃木県栃木市泉町、嘉右衛門町、小平町、錦町及び昭和町の各一部

 ・伝統的建造物群保存地区の決定(市)・・・・・・・・・平成24年3月23日

 ・重要伝統的建造物群保存地区の選定(国)・・・・・・平成24年7月  9日

 ・選定基準・・・伝統的建造物群及び地割がよく旧態を保持している。

・規模・・・東西約320ｍ／南北約650m／面積約9.6ha

・地割・・・概ね短冊状

・保存地区の分類・・・在郷町(中世から近世に、農村部などで商品生産の発展　
　　　　　　　　　に伴い発生した町・集落)

・特定物件数・・・・・・・建築物（蔵・主屋等）    103件
　　　　　　　　　工作物（門・板塀等）　   36件
　　　　　　　　　環境物件（松・庭園等）　5件 （令和6年3月現在）

　　　　

もくぞうしんか べ で げ たづくり

　　　　　　

保存地区マップ　
出典：嘉右衛門町伝建地区リーフレット


